
平成２４年度 第１回人権教育ミドルリーダー育成講座実施報告

平成２５年１月１０日（木）
人 権 ・ 地 域 教 育 課

１ 期日等 平成２４年１２月 ６日（木） 県立同和問題関係史料センター
２ 参加者 受講者：１４名
３ 日 程 １３：３０～１３：５０ 開講式

・課長挨拶 ・趣旨説明
１３：５０～１５：１０ 講義「性的少数者の人権」

宝塚大学准教授 日高庸晴
１５：１０～１６：３０ 質疑、意見交換

４ 事業実施内容（概要）
(1) 講義「性的少数者の人権」
○ 性同一性障害（ＧＩＤ）は数千人に１人。同性愛者または両性愛者は４～５％。
○ 学校で話題になるのはＧＩＤが多いが、教職員には同性愛のことは見えにくい。
○ 性的少数者（セクシュアルマイノリティ）は、ホッとできる場所がないので、他者に支援を
求めにくい状況に置かれている（特に同性愛者）。
○ 性的少数者のいじめ被害割合は82.7％、性的指向関連言葉（ホモ、おかま等）による被害割
合は56～66％。用がないのに保健室に行っている子どもの中には、性的指向が要因となり悩ん
でいる子がいると考える必要がある。（日高庸晴、1999年調査）
○ 「ゲイであることを自覚」「異性愛者ではないかも知れないと考える」「自殺を初めて考えた」
「自殺未遂をした」といったライフイベントの平均年齢は中学校・高校の学齢期に相当してい
る。（日高庸晴、1999年調査）
○ 教育現場でのセクシュアリティ教育や同性愛に関する情報提供の圧倒的不足により、当事者
が、教室の中で居心地の悪さを感じたり、いじめ被害を受けている割合が高い。また、これま
でに自殺を考えたことがあるのが65.9％、自殺未遂をしたことがあるのが14.0％である。（日
高庸晴、1999年調査）

(2) 質疑、意見交換
○ 小学校で仲の良い女の子がべったりくっついて生活しているが、同性愛との区別はどのよう
にするのか。
→ 本当のレズビアンはそのようなことはしないだろう。（日高准教授）
○ 「なんで俺はスカートをはかねばならないんだ…」という子ど
もがいた。とりあえず、家の人に話をした方がよいと言った。
→ 親が味方になるとは限らない。当事者団体への接続も考えてほ
しい。（日高准教授）
○ 職員室の中でも「ホモ」「おかま」「おねえ」など、性的少数者
を笑いの対象とする会話がなされることもある。「よけいなこと
言うなキャンペーン」も必要ではないか。
○ ＧＩＤや同性愛、両性愛は、選んだ生き方ではなく、生まれつ
きのことであるので、「そういう生き方もあるし、応援するよ」
といった言葉は当事者を傷付ける。

５ 受講者の感想等
○ 無知であることや勝手な思い込みによって、知らず知らずのうちに人を傷つけていることが多
くあるということもわかりました。（中略）小学校の場合は、なかなか同性愛者をテーマにした
授業というと難しいかも知れませんが、どんな性の形も認めるという基本の見方を常に持って、
子どもたちに接することや、テレビから流れる間違った情報に「おかしい」と言うことから始め
たいです。
○ 学級で、研修を受けてきた話を性的少数者の話をしました。初めは、笑っていた生徒たちでし
たが、話の後、隣のクラスに行って、「先生がこんなこと言ってた」と話してくれた生徒がいた
と聞きました。「そんなこと思う先生って、優しいな」と評してくれていたようです。研修を通
して、私が感じた内容を、一つずつでも子どもたちに投げかけていきたいなと思っています。
○ 今回の講義で改めて思ったことは、「知らんでは、あかんな」ということでした。性同一性障
害やＨＩＶについても、もう少し勉強して、伝えていけたらと思っています。



講義・演習「子どもを見る眼」
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平成２４年度 第２回人権教育ミドルリーダー育成講座実施報告

平成２５年１月１０日（木）
人 権 ・ 地 域 教 育 課

１ 期日等 平成２４年１２月２５日（火） 県立教育研究所
※ 午後は「人権教育実践力ｕｐ講座～いじめの未然防止のために～」と合同開催

２ 参加者 午前 受講者：１４名
午後 受講者：５７名

３ 日 程 ９：００～ ９：１０ 開会
９：１０～ ９：４０ 講義「『人権教育の推進についての基本方針』の具体化につ

いて」
人権・地域教育課指導係長 九鬼立明

９：５０～１２：００ 演習「学校における人権教育の改善・充実に向けて」
人権・地域教育課指導主事 田中圭子、岡田浩幸

１３：００～１３：３０ 講義「自尊感情の醸成と集団づくり」
人権・地域教育課指導係長 九鬼立明

１３：４０～１６：００ 講義・演習「子どもを見る眼～集団づくりの意味～」
大阪教育大学教職教育研究センター 土田光子

１６：１０～１６：３０ 実践発表「うわさのしくみ」
橿原市立畝傍中学校教諭 乾有子

１６：３０～１７：００ ふりかえり、閉会

４ 事業実施内容（概要）
(1) 講義「『人権教育の推進についての基本方針』の具体化について」（３０分）
○ 人権教育推進の基本的視点、基本方向について。

(2) 演習「学校における人権教育の改善・充実に向けて」（１１０分）
○ 一歩前へ進め… 様々な背景をもつ子どもたちの存在を実感するワークショップ。
○ 隠れたカリキュラム… 学校に見られる様々な「隠れたカリキュラム」について考えるワー

クショップ。
(3) 講義「自尊感情の醸成と集団づくり」（３０分）
○ 自尊感情の醸成と集団づくりの意味および具体的な指導方法等について。

(4) 講義・演習「子どもを見る眼～集団づくりの意味～」（１４０分）
○ グループごとに、与えられた具体的な問題状況について分析し、対応方
法を協議。
○ 講師が、各グループの発表を受けて、いじめを未然防止するためにも、
教員が子どもの姿をどのような視点で見る必要があるのかを、具体例を挙
げて指導助言。

(5) 実践発表「うわさのしくみ」（２０分）
○ いじめを未然防止するために、うわさや偏見について考え、それらを排
除することについて考えた実践を発表。

(6) ふり返り、閉会（３０分）
○ 本講座を受講して学んだこと、３学期からの取組に活かしたいこと等について意見交換。
※ (3)～(5)は「人権教育実践力ｕｐ講座～いじめの未然防止のために～」と合同

５ アンケート結果
【主な感想】
講義・演習「子どもを見る眼～集団づくりの意味～」
○ 自分の考えで子どもや親を見てしまい、子どもや親を傷付けていることも多かったと思いま
した。子どもを見る眼をしっかり養っていきたいと思います。
○ 以前、うまくいかなかったクラスの子に言われたことがあります。
「先生は自分の理想をぼくたちに押しつけている」と。子どもの声を
聞ける教師になれるよう意識し、実践を重ねていこうと思います。
○ ハウツーではなく、子どもを見る眼を養うということは大変だけど
大事なことだし、もっと多くの人が学ぶべきだと思います。

実践発表「うわさのしくみ」
○ 生徒の実態に合わせながら利用させていただこうと思いました。


